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まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 二級河川佐野川水系の当面の治水目標および治水手法の設定について
○住吉川流域では、長池などのため池で環境整備事業が行われていたと思うので、河川整備計画に盛り込んではどうか。
○ため池の常時水位を下げるということだが、そのための費用としてどのようなものを計上しているのか。
●ため池用地を全て買収することで費用を計上している。対策の費用としては、最大限を見込んでいる。

○住吉川流域では、歴史的な街並みへの影響から貯留施設による対策を検討することは理解できるが、雨山川流域で貯留施設による対策を検討する理由はなにか。
●雨山川はＪＲ阪和線が横過しており、河道改修だけで対応すると改築等が必要になり、事業費が大きくなる。そのため、貯留施設による対策を組み合わせることとしている。
○ため池を買収した後の活用は考えているのか。また、大池は面積が大きいので、もっと治水容量を取れるのではないか。
●ため池買収後の活用については、狭山池ダムがあるので、こちらを参考に検討したい。大池の治水容量については、大池の背後の流域面積から設定している。

○当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とし、治水手法を「貯留施設＋河道改修」案とすることで了承。
(2) 淀川水系淀川左岸ブロックの当面の治水目標について
○対策後でも危険度Ⅲが残っている。あと少しのコストアップであれば、90ミリ対策を検討してはどうか。
●時間雨量65ミリ程度対策、80ミリ程度対策は、時間雨量50ミリ程度対策後に河床掘削を行うこととしている。時間雨量90ミリ程度対策を想定していないので具体的な数字は示すことができないが、時間雨量65ミリ程度・80ミリ程度対策の費用からすると、事業費はあまり大きくないと考えられる。

○氾濫計算上では、HWLを超過すると破堤が生じることを想定していると思うが、標準断面図をみるとかなり大きな堤体であり、HWLを超過してすぐに破堤するとは考えにくい。一方で浸水想定範囲が大きいので、何らかの堤防強化対策を検討していく必要がある。
●破堤が想定される区間については、ボーリング調査を実施し、浸透流に対する脆弱性の評価を行っている。この区間において、脆弱性が高いとされた区間があるため、HWLを超過すると破堤が生じると想定している。

○穂谷川が氾濫した場合に、一部区域で浸水深が大きいところがあるが、現状の土地利用状況はどうなっているのか。
●現状の土地利用状況は宅地。隣接している工場の地盤が高いことから、浸水深が大きくなる傾向にある。また、内水浸水が起きやすい地域。この地域に対しては、洪水リスクの周知を重点的に行うことを考えている。
○穂谷川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。ただし、残余リスクが高いことから治水手法案の議論の際には、残余リスクへの対応を含めた検討を行うこと。
○船橋川、藤田川、北川については、現状で目標とする治水レベルに達していることを確認し、当面の治水目標を現状維持とする。
(3) 大和川水系石川ブロックの治水手法案について

○家屋資産の存在しないメッシュに、家屋資産に対する被害率が記載されているが、どういうことか。
●資産等に対する被害率は、浸水深の区分から設定されている。当該メッシュは資産がゼロなので、被害額としては算出していない。
【梅川】

○案①-1の中流工区の縦断図があるが、下流工区や上流工区の河床勾配等についても確認をするべき。
○河床勾配の変化による土砂堆積などの影響を把握するために、掃流力の変化をみてはどうか。また、河床勾配の変化による影響は土砂堆積だけではなく、河床材料の変化や動的平衡が失われることによって、動植物の生息環境にも影響を与えると考えられる。
○３案の比較表を整理すること。
○梅川については、河道改修（局所）による土砂堆積、河床材料への影響などを整理したうえで、次回以降継続審議とする。
【佐備川】
○防御対象となる建物等が少数である場合には、河道改修等のハード対策ではなく、ソフト対策で対応するべきではないか。少数の建物等を浸水被害から守るために、多額の公金を投入することに理解が得られないのではないか。
○耐水型整備区間について、もっと整理が必要ではないか。土地利用誘導をセットで検討すべき。
○佐備川については、防御対象家屋数が少数である場合の対応方針について整理のうえ、次回以降継続審議とする。
【天見川】
○天見川については、耐水型整備区間を設定せずに、河道改修案とすることで了承。
【石見川・加賀田川】

○佐備川と同様に、ハード対策ではなく、ソフト対策を打ち出すべき。
○建物耐水化を含めた地域での対応とするが、河川整備計画への記載表現などについて整理を行うこと。
(1) 二級河川佐野川水系の当面の治水目標および治水手法の設定について


　・当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とし、治水手法を「貯留施設＋河道改修」案とすることで了承。


(2) 淀川水系淀川左岸ブロックの治水目標の設定について


　・穂谷川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。ただし、残余リスクが高いことから治水手法案の議論の際には、残余リスクへの対応を含めた検討を行うこと。


　・船橋川、藤田川、北川については、現状で目標とする治水レベルに達していることを確認し、当面の治水目標を現状維持とする。


(3)大和川水系石川ブロックの治水手法案について


　・梅川については、河道改修（局所）による土砂堆積、河床材料への影響などを整理したうえで、次回以降継続審議とする。


　・佐備川については、対象家屋数が少数である場合の対応方針について整理のうえ、次回以降継続審議とする。


　・天見川については、耐水型整備区間を設定せずに、河道改修案とすることで了承。


　・石見川、加賀田川については、建物耐水化を含めた地域での対応とするが、河川整備計画への記載表現などについて整理を行うこと。
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